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No.81 　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな

がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 7 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市観光課（☎ 77・8563）、市水産振興課（☎ 77・
8752）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

昨年、月と掘割の風景が日本百名月に認定

昨年好評だった灯り舟
今年も運航決定

　夏の風物詩「灯り舟」を今年も運航します。期
間や料金などの詳細は 26 ページを確認してくだ
さい。日中の川下りと違って、ひんやりとした空
気が漂い、静かな時間が流れる灯り舟。水面には
おぼろげな月やコース沿いの家から漏れる照明が
映し出され、夜の川下りならではの趣を感じます。
ライトアップされた赤れんがの並倉や白いなまこ
壁、お堀沿いの柳や石造りの水門も日中とは違っ
た表情でお客さんをお出迎えします。
　灯り舟のコースは、国の「名勝」に指定されていま
す。地域おこし協力隊になる前、日本のあちこちのお
堀や川下りを訪れましたが、柳川のお堀の景観は規模
が大きく、全国に誇れる地域資源だと思います。市は、
この川下りコース沿いに照明を設置して、夜間も愛さ
れる景観地域作りを進めています。目指すのは、観光
客だけでなく、地域の人たちも気軽に利用出来るよう
なまちづくり。この柳川らしい景観の中を運航する灯
り舟が、地域の誇りとして再確認され、観光客の思い
出の場所として記憶に残ればうれしいです。

　市は、柳川の食開発に取り組むために、中村学
園大学・短期大学部と連携協定を結んでいます。
今回は、この協定をきっかけに生まれた新しい
海

の り

苔の PR 商品を紹介します。
　商品名は「おたのり」。海苔と海苔を送る封筒の
セット商品です。考案したのは同大学流通科学部
手嶋准教授のゼミの皆さん。コロナ禍で、柳川に
帰れなかった人や柳川観光ができなかった人など
に思いを届け、福岡有明のりを味わってもらおう
と考案されました。メールではなく手紙を書くこ
とで、思いが伝わるメッセージとなり、お中元や
お歳暮とも違う、軽やかなあいさつができます。「思
いと共に海苔を送りたい」そんなときにぴったり
な商品です。商品は福岡有明海漁連で取り扱いま
す。また、7 月 17 日に柳川よかもん館でおたのり
ワークショップも開催予定。詳細は市公式サイト
などでお知らせします。学生のアイデアと、おい
しい福岡有明のりが一体となった「おたのり」。ぜ
ひチェックしてみてください。

チャーミングな商品名の「おたのり」

海苔を送って
思いを伝える「おたのり」

竹下 政志（50歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

齊藤 千絵（34歳）

【プロフィル】市水産振興課に所属。食と人
材づくりのコーディネーターを担当

おたのり


